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Ⅰ 点検・評価の概要 

 

１ 目的 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）の規定

に基づき、教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価を行うことによ

り、課題や取組の方向性を明らかにするとともに、効果的な教育行政の推進を図る

ものである。 
また、この結果を議会に提出するとともに公表を行うことにより、町民に対する

説明責任を果たし、町民に信頼される教育行政の推進を図るものである。 
 
２ 実施方法 

 （１） 利府町教育基本方針に基づく前年度の具体的施策及び主要事業を対象とし 
て、年１回の点検及び評価を実施する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （２） 点検及び評価は、前年度の事業等の実施状況を報告するとともに、課題や

今後の取組の方向性を示す。 
 （３） 利府町教育委員会による点検及び評価を行った後、その結果を取りまとめ

た「報告書」を利府町議会へ提出する。また、「報告書」は公表を行う。 
  

＊評価方法：A・B・C・D・E の５段階で評価 

A：事業が順調に実施され、取組の成果が十分にある 
B：事業が概ね順調に実施され、取組の成果がある程度ある 
C：事業の実施がやや遅れており、取組の成果があまりない 
D：事業の実施が遅れており、取組の成果がない 
E：事業を実施できず、評価できない 
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３ 有識者の知見の活用 

点検評価は、３名の有識者の意見を聴取した上で、利府町教育委員会において点

検及び評価を実施し、報告書の作成を行う。 

氏   名 任   期 役 職 等 

鎌田  均 令和 3.4.1～令和 5.3.31 元利府中学校校長 

酒井 隆志 令和 3.4.1～令和 5.3.31 行政区長会会長 

伊藤 啓子 令和 3.4.1～令和 5.3.31 民生委員児童委員 

 
 

  

＊根拠法令  
地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号） 
  第２６条（一部省略） 

教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況

について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、こ

れを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 
２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関

し学識経験を有する者の知見の活用を図るものとする。 
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Ⅱ 教育委員会 

 

１ 教育長・教育委員                    

職  名 氏  名 任  期 備  考 

教 育 長 本明  陽一 平成 30.10. 1～令和 3. 9.30 平成 23.10. 1 から就任 

教育長職務代行委員 石川  一美 令和元.10. 1～令和 5. 9.30 平成 24.10. 1 から就任 

委 員 村松  淳司 令和 2.10. 1～令和 6. 9.30 平成 28.10. 1 から就任 

委 員 髙田   修 平成 31. 1. 1～令和 4.12.31 平成 28.12.16 から就任 

委 員 髙橋百合子 平成 31. 4. 1～令和 5. 3.31  

 

２ 令和２年度の教育委員会活動                    

項     目 回 数 活 動 内 容 

教育委員会の会議の開催 13 回 
定例会及び臨時会の開催 

定例会 12回、臨時会 1回 

学校訪問  2 回 
利府西中学校（令和 2年 9月 23 日（水）） 

利府小学校（令和 3年 1月 27 日（水）） 

 

３ 教育委員会の会議の開催状況 

区 分 期    日 主 な 付 議 事 件 

定例会 令和 2 年 4 月 22 日（水）  人事案件（利府町スクールソーシャルワーカ

ー、利府町公民館分館長、土曜における子ども

の居場所づくり事業活動コーディネーター、利

府町放課後子ども教室推進事業コーディネー

ター） 

 利府町公立学校の管理に関する規則の一部を

改正する規則 ほか 3件 

定例会 令和 2 年 5 月 27 日（水）  人事案件（利府町社会教育委員、利府町青少年

育成推進指導員、文化財保護審議会委員） 

定例会 令和 2 年 6 月 24 日（水）  人事案件（利府町学校評議員、利府町学校給食

センター運営審議会委員） 

 簡易給食の給食費単価 
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区 分 期    日 主 な 付 議 事 件 

臨時会 令和 2 年 7 月 8 日（水）  人事案件（利府町教育委員会職員） 

 令和３年度使用教科用図書の採択 

定例会 令和 2 年 7 月 21 日（火）  令和３年度使用教科用図書の採択 

定例会 令和 2 年 8 月 26 日（水）  人事案件（会計年度任用職員） 

 利府町教育委員会事務事業点検・評価報告書 

 令和２年度教育要覧「利府町の教育」 

 利府町立学校教育実習受入要綱 

定例会 令和 2 年 9 月 23 日（水）  人事案件（教育委員会委員、利府町社会体育推

進員、会計年度任用職員） 

 利府町文化交流センター指定管理者の指定 

定例会 令和 2 年 10 月 28 日（水）  人事案件（会計年度任用職員） 

 利府町教育委員会組織規則の一部を改正する

規則 

 新型コロナウイルス感染症対策状況 

定例会 令和 2 年 11 月 25 日（水）  人事案件（利府町文化芸術振興審議会委員） 

定例会 令和 2 年 12 月 16 日（水）  学校における新型コロナウイルス感染症に関

する衛生管理マニュアル 

定例会 令和 3 年 1 月 27 日（水）  利府町体育施設長寿命化計画策定の進捗状況 

 生涯学習課施設の今後の見通し 

定例会 令和 3 年 2 月 12 日（金）  利府町小中学校管理職人事案 

 新型コロナウイルス感染症等による児童生徒

の「心の問題」 

 令和２年度利府町総合教育会議 

定例会 令和 3 年 3 月 24 日（水）  人事案件（教育委員会職員、会計年度任用職員） 

 利府町教育委員会会議規則の一部を改正する

規則 

 利府町文化交流センター条例施行規則の制定 

 利府町立学校の通学区域に関する規則の一部

を改正する規則 

 令和３年度学校給食実施回数 

 簡易給食の給食費単価 
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広く創造的な視野をもち、健康で豊かな心をもつ人間の育成と魅力ある 

ふるさとづくりをめざして 
 

〇 おもいやり、たくましさ、創造力を培う学校 

〇 生涯学習を支え、活力に満ちた地域社会 

〇 魅力ある地域文化の継承と創造 

 
  を重点に、町民の生涯にわたる学習の充実に努める。 

Ⅲ 教育基本方針・教育振興基本計画 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 目指す姿 

本計画を着実に進めることにより、計画期間である１０年間で次のような姿が 
実現していることを目指すものとします。 

 
 
 
 
 
 
 
２ 計画の目標 

目標１ 夢や希望をもち、その実現に向けて自ら考え行動し、社会を生き抜く 
子どもを育む。 

 
目標２ 次代を担う社会の一員として、地域の文化や規範を尊重し、思いやりに 
    富んだ子どもを育む。 

 
目標３ 学校・家庭・地域の教育力の充実と連携の強化を図り、「町はひとつの 

学校｣の理念のもと、社会全体で子どもを守り育てる環境をつくる。 
 

目標４ 生涯にわたり健康で充実した生活ができる地域社会をつくる。 

学校・家庭・地域社会が一体となって、生き生きと学び、心豊かで、 

確かな学力をもち創造性に富む子どもを育んでいます。 

  そして、町民が生きがいをもって個性と能力が発揮でき、新しい利府 

文化を育む地域社会が形成されています。 

利府町教育基本方針 

利府町教育振興基本計画 
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３ 教育施策の基本方向 
計画の理念として掲げた「目指す姿」と４つの「計画の目標」のもと、それらの

実現に向けて実施する「施策の基本方向」を、８つに分けて取り組んでいきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

目標４ 
生涯にわたり健康

で充実した生活が

できる地域社会を

つくる。 
 

学校・家庭・地域社会が一体となって、生き生きと学び、心豊かで、確かな学力

をもち創造性に富む子どもを育んでいます。 
 そして、町民が生きがいをもって個性と能力が発揮でき、新しい利府文化を育む

地域社会が形成されています。 

基本方向８ 
生涯にわたる学

習・文化・スポーツ

活動の推進 

目標２ 
次代を担う社会の

一員として、地域の

文化や規範を尊重

し、思いやりに富ん

だ子どもを育む。 

目標１ 
夢や希望をもち、そ

の実現に向けて自

ら考え行動し、社会

を生き抜く子ども

を育む。 

目標３ 
学校・家庭・地域の

教育力の充実と連

携の強化を図り、

「町はひとつの学

校｣の理念のもと、

社会全体で子ども

を守り育てる環境

をつくる。 

基本方向６ 
信頼され魅力ある

教育環境づくり 

基本方向４ 
郷土を愛する心と

社会に貢献する力

の育成 

基本方向１ 
学ぶ力と自立する

力の育成 

基本方向２ 
豊かな人間性や社

会性、健やかな体の

育成 

基本方向３ 
教育的支援を要す

る子どもへの支援

の充実 

基本方向５ 
命を守る力と共に

支え合う心の育成 

基本方向７ 
学校・家庭・地域が

協働で子どもを育

てる環境づくり 

目指す姿 



①学習活動の充実と地域の活性化につながる郷土資料館の有効活用
②文化遺産の保存整備と効果的活用
③キャリアシップによる人材の育成　郷土を愛する心と社会に貢献する力の育成

目標２
　教育的支援を要する子どもへの支援の充実

次代を担う社会
の一員として、地
域の文化や規範を
尊重し、思いやり
に富んだ子どもを
育む。

基本方向４ （１）伝統・文化の尊重と郷土を愛する心の育成
（２）文化財の保護と活用
（３）地域を想い、貢献する力の育成

施策の柱 主な重点的取組

基本方向３ （１）学校不適応への支援対策強化
（２）特別支援教育の支援体制づくり
（３）子どもたちの心のケアの充実

①いじめ・不登校等に対する相談支援体制の強化
②関係機関との連携による支援体制づくり
③不登校児童生徒の居場所づくり

Ⅳ　施策の全体体系

目指す姿
　学校・家庭・地域社会が一体となって、生き生きと学び、心豊かで、確かな学力をもち創造性に富む子どもを育んでいます。そして、町民が生きが
いをもって個性と能力が発揮でき、新しい利府文化を育む地域社会が形成されています。

 利府町教育振興計画の理念として掲げた「目指す姿」と４つの「計画の目標」のもと、それらの実現に向けて実施する「施策の基本方向」を、８つに分けて取り組ん
でいきます。

目標１ 基本方向１ （１）小・中学校を通じた「利府町志教育」の充実
（２）基礎的な学力の定着と活用する力の伸長
（３）幼児教育の充実
（４）国際理解を育む教育の充実

①３シップを柱とした教育活動の実施
②基礎的学力の向上に向けた授業研究の実施
③チャイルドシップによる幼保小の交流学習の展開
④学校教育における英語指導の充実と国際理解教育の推進
⑤情報モラル教育やICTを活用した学校教育夢や希望をも

ち、その実現に向
けて自ら考え行動
し、社会を生き抜
く子どもを育む。

　学ぶ力と自立する力の育成

基本方向２ （１）思いやりがあり、感性豊かな子どもの育成
（２）食育を通した健康教育
（３）健康な体づくりと体力・運動能力の向上
（４）心身の健康を育む学校保健の充実

①スクールシップによる思いやりのある人間関係の育成
②学校給食での地場産野菜などの活用を通した食育
③運動好きな子どもを育てる教科体育等の改善
④基本的生活習慣の確立と心と体の健康づくり　豊かな人間性や社会性、健やかな体の育成

計画の目標 施策の基本方向

基本方向５
（１）災害に積極的に向き合う防災教育の推進
（２）地域と連携した防災・安全体制の確立

①発達段階に応じた自助・共助・公助の心を育む防災教育
②地域をはじめとする関係機関と連携した防災・安全体制づくり目標３ 　命を守る力と共に支え合う心の育成

学校・家庭・地
域の教育力の充実
と連携の強化を図
り、「町はひとつ
の学校」の理念の
もと、社会全体で
子どもを守り育て
る環境をつくる。

基本方向６ （１）教育者の資質能力の向上
（２）開かれた学校づくりの推進
（３）教育環境の支援整備

①指導力向上を図る校内外の研修の実施
②教育活動や学校経営に関する情報の発信
③就学支援の継続
④学校施設・設備の計画的な改修・改善　信頼され魅力ある教育環境づくり

基本方向７ （１）家庭教育への支援と連携
（２）地域総ぐるみによる学校支援
（３）子どもたちの多様な体験活動

①各種子育て支援団体との連携と家庭教育支援チーム活動の促進
②児童生徒を健全に育成するためのブラザーシップ活動支援
③様々な体験教室による多様な体験活動
④コミュニティシップにおける地域人材の活用

　学校・家庭・地域が協働で子どもを育てる
環境づくり目標４

生涯にわたり健
康で充実した生活
ができる地域社会
をつくる。

基本方向８ （１）地域に根ざした生涯学習
（２）個性のある芸術・文化活動
（３）実りある図書館活動と読書活動
（４）町民の健康、体力づくり活動の推進

①公民館活動に関する学習機会と情報の提供
②芸術文化活動の奨励と情報提供
③芸術文化活動等を担う人材・団体の育成
④子どもの読書活動の推進
⑤スポーツを通じた健康づくりと地域間交流の推進

　生涯にわたる学習・文化・スポーツ活動の
推進
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Ⅴ 教育行政の点検・評価 

開かれた教育行政の推進 

 

教育行政の公正かつ適正な運営 

 

利府町教育基本方針に基づく事業の実施や、利府町教育振興基本計画の実現に向けて取

り組む中で、教育行政の公正かつ適正な運営実施に努めます。 

このため、定期的に会議を開催し委員の意見を踏まえ、さらなる効果的な事業の展開を

図っていきます。 

 

実施事業及び内容 R1 実績 R2 実績 対比 評価 

教育委員会の会議の開催 

定例会 

12 回開催 

臨時会 

1 回開催 

定例会 

12 回開催 

臨時会 

1 回開催 

－ Ａ 

社会教育委員の会議の開催 2 回開催 2 回開催 － Ａ 

教育委員会の事務事業の点検評

価の実施 
有識者会議 

3 回開催 

有識者会議 

3 回開催 
－ Ａ 

総合教育会議の開催 
教育委員会

において 

2 回開催 

教育委員会

において 

1 回開催 

 

 

△1 回 

Ｂ 
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評価の理由・各取組の成果の状況 
【教育総務課（教育総務係）】 

利府町の教育方針に基づき、会議の定例開催や現場視察を実施し、各種事業の執行状況

を把握しながら教育行政の適正な運営に努めた。 

さらに、前年度の各種事業について有識者による点検・評価の結果を基に、次年度の対

応方針を検討し適切な事業の展開を図った。 

また、議会へ報告書の提出及び関係機関への配布、ホームページへの掲載等を実施し、

適切に公表を行った。 

 
【生涯学習課（生涯学習係）】 
 社会教育委員の会議においては、町民の教養を高める事業の企画と実現に向け、協議を

行った。社会教育委員が実際に参加した生涯学習事業に対する意見や助言を事業に反映・

改善などすることにより、充実した社会教育の推進に努めた。 
 

 

今後取組を推進する上での対応方針 
【教育総務課（教育総務係）】 

利府町教育振興基本計画に掲げた目標の達成に向け、本計画に掲げられた基本方向を踏

まえながら、その具現化に向け、教育行政の推進に努める。 

各種事業の計画的な実施や評価を行い、適切な公表を通して、開かれた教育行政のさら

なる推進を図る。 

 
【生涯学習課（生涯学習係）】 
 令和３年度からは、町主催事業以外にも文化交流センターで行われる事業の点検・評価

を行い、町民の教養を高めるための生涯学習事業の効果的な推進を図る。 
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Ⅵ 事業の点検・評価 

基本方向１ 学ぶ力と自立する力の育成 

（１）小・中学校を通じた「利府町志教育」の充実 

児童生徒一人ひとりが学ぶ意欲と夢や希望を持ち、喜びや楽しさを実感し充実した学

校生活を送り、主体的・対話的で深い学びや、教育活動を通じた「志教育」のさらなる

推進を図ります。 

（２）基礎的な学力の定着と活用する力の伸長 

学年段階や児童生徒一人ひとりの学習状況に応じて、少人数授業やティーム・ティー

チングなどの学習指導体制の工夫・改善を図り、学校・家庭・地域と連携した基本的生

活習慣や学習習慣の確立などに取組み、町全体で学習力向上を目指します。また、高度

情報化社会に対応できるよう、発達段階に応じた情報活用能力を育成するとともに、情

報モラル教育を推進します。 

（３）幼児教育の充実 

生活習慣の基礎・基本と学ぶ力の育成を図り、小学校への円滑な移行を目指します。

このため、幼稚園・保育所・小学校の連携ネットワークをさらに深めるとともに、交流

学習を継続して推進します。 

（４）国際理解を育む教育の充実 

グローバル化の進展の中で、国際共通語である英語力の向上は、非常に重要なもので

あり、各学校段階の学びを接続させ、小中学校を通じた英語教育の一層の充実・強化を

図ります。 

重点的取組 実施事業及び内容 R1 実績 R2 実績 対比 評価 

３シップを柱と

した教育活動の

実施 

町は一つの学校の理念を基

に学習活動の推進を図った。 

志教育の

取組状況 

9 校 

志教育の

取組状況 

9 校 

－ Ａ 

基礎的学力の向

上に向けた授業

研究の実施 

町主催の授業研修の他、各

学校の授業研修に担当者を派

遣して授業力向上を図った。 

町主催 

授業研修 

7 回 

町主催 

授業研修 

1 回 

 

 

△6 回 

Ｂ 

チャイルドシッ

プによる幼保小

の交流学習の展

開 

幼・保年長児を学校に招き

学校見学会を実施した。 
実施回数 

各小学校 

1 回 

中止 

 

 

△1 回 

Ｅ 

学校教育におけ

る英語指導の充

実と国際理解教

育の推進 

ALT における生きた英語教

育を実施した。また、英語教育

の授業研究を実施した。 

学校数 

9 校 

学校数 

9 校 
－ Ｂ 

情報モラル教育

や ICT を活用し

た学校教育 

各教科や総合的な学習の時

間に、タブレット等の ICT 機

器を活用した学習を実施した。 

学校数 

9 校 

学校数 

9 校 
－ Ｂ 
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評価の理由・各取組の成果の状況 

【教育総務課】 

本町では志教育として「町はひとつの学校」の理念のもと、３シップを柱とした事業を実

施しており、町内すべての小学校・中学校・高校・支援学校あわせた１１校による「ブラザ

ーシップ」が組織され、令和２年度においてはテレビ会議システム「Zoom ミーティング」で

各校の取組や成果を発表した。 

また、一部の事業は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため実施出来なかったものもあ

ったが、中学校区毎に組織される「スクールシップ」では小学生が中学校生活について VTR

で質問する等、コロナ禍ならではの工夫をした事業を実施した。「キャリアシップ」として職

業体験を実施（中学校の職業体験のみ中止）し、学習活動の推進を図った。 

 

【教育総務課（教育指導係）】 

基礎的学力の向上に向けた授業研究や英語教育の授業研究については、新型コロナウイル

ス感染症拡大防止に伴う臨時休業等のため、実施回数が前年度より減少した。 

チャイルドシップによる幼保小の交流学習として毎年実施している幼稚園児・保育園児の

学校見学会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、実施することができなかったが、

利府小学校において学校案内の動画を送付し、各園で視聴してもらうことで、入学への期待

感をもたせるといった工夫を行った。 

ICT を活用した学校教育については、令和２年度に児童生徒に対し一人一台のタブレット

が整備された。また、ICT を最大限に活用するため、授業研修会を実施した。 

 

 

今後取組を推進する上での対応方針 

【教育総務課】 

今後も児童生徒一人ひとりが学ぶ意欲を持ち、充実した学校生活を送ることができるよう、  

コロナ禍においても出来ること、コロナ禍だからこそ出来ることを実践し、利府町志教育の

充実に向けて工夫を図っていく。 

 

【教育総務課（教育指導係）】 

英語教育の充実と、ICT を活用した指導力の向上を図る。 

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策等、制限がある中での効果的な指導方法等につい  

て、授業研究等を実施する。 
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基本方向２ 豊かな人間性や社会性、健やかな体の育成 

（１）思いやりがあり、感性豊かな子どもの育成 

自他の命を大切にし、生命を尊重し自然を愛する心、互いに尊重し合う心や思いやり

の心、社会の一員としての規範意識を育てる教育を、様々な学校体験活動・スクールシ

ップを通して豊かな人間性を形成し、個性、感性及び創造性を育みます。 

（２）食育を通した健康教育 

学校給食と各教科との関連を図った指導の充実を図るとともに、地域での食に関する

体験や交流を通して食文化や地産地消についての理解を深め、食育を通した健康教育を

推進します。 

（３）健康な体づくりと体力・運動能力の向上 

子どもたちがスポーツに親しみ、自ら体を動かそうという意欲を引き出すため、運動

好きな子どもを育てる教育活動を推進するとともに、専門的指導力を有する地域人材の

部活動等への活用などの取組みを進めていきます。 

（４）心身の健康を育む学校保健の充実 

児童生徒の健康の保持増進を図るとともに、学校の教育活動を通じて、子どもたちに

自分の心と体に関心をもたせ、食事・睡眠・運動の大切さを理解させるため、保健教育

の充実を図ります。 

重点的取組 実施事業及び内容 R1 実績 R2 実績 対比 評価 

スクールシッ

プによる思い

やりのある人

間関係の育成 

小学 6 年生と中学 1 年生

の意識ギャップ解消のた

め、中学校の教員が中学校

区ごとに小学 6 年生へ授業

を実施した。 

実施回数 

3 回 

実施回数 

2 回 

 

△1 回 
Ｂ 

学校給食での

地場産野菜な

どの活用を通

した食育 

栄養士による学校訪問、

食育ボランティアグループ

「キャベツクラブ」と連携

した学校給食を通して食べ

ることの意義や食のあり方

等の食育指導を実施した。 

また、児童が生産者と直

接ふれあう機会として「ふ

れあい給食会」を実施し、地

場産品及び学校給食への関

心を高めた。 

食育ボランティア

と連携した 

学校訪問 

15 回実施 

 

生産者延人数 

7 人 

中止 － Ｅ 

運動好きな子

どもを育てる

教科体育の改

善 

児童生徒の体力・運動能

力調査を実施した。（参考：

体力合計点の全国平均値と

の差） 

全国平均値との差 

小学 5 年生 

（男）+0.30 

（女）+1.08 

中学 2 年生 

（男）△1.00 

（女）△2.00 

－ － Ｅ 
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評価の理由・各取組の成果の状況 

【教育総務課（教育指導係）】 

スクールシップ事業における「中学校一日体験学習」として、しらかし台中学校の教師が

しらかし台小学校及び青山小学校の６年生を対象に授業を行った。さらに、中学校に対する

質問等に答え、小学６年生に中学校生活のイメージを持たせることができた。利府中学校に

おいては中学校区内の小学校から中学校生活に対する質問に VTR により返答する交流事業を

行った。 

令和２年度の体力・運動能力調査は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、実施可

能な学校４校（菅谷台小学校、利府中学校、しらかし台中学校、利府西中学校）のみ実施し

たが、全国的に実施校の割合が低く、全国平均が示されなかったため、例年評価を行ってい

る全国平均との差の比較ができなかった。 

また、県が実施する「体力・地域スポーツ力向上推進事業」を引き続き活用し、菅谷台小

学校において外部人材を活用した体育の授業や身体づくりを行った。 

 

【学校給食センター】 

令和２年度については、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、キャベツクラブとの

連携事業や、ふれあい給食会を中止としたため、実績がなかった。その他の取り組みとして、

給食センター年間指導計画に基づき、毎月のテーマを掲げ、食育の日、みやぎ水産の日、地

産地消の日を設定し、その日に合わせた給食を計画的に実施した。 

また、令和３年度に開催されるオリンピックに合わせて、聖火リレーの開催地のご当地メ

ニューを献立に入れる「リレー給食」の取り組みを行い、児童が日本各地の食文化や地産地

消について触れ合う機会づくりを行った。 

 

 

今後取組を推進する上での対応方針 

【教育総務課（教育指導係）】 

 今後も互いに尊重し合う心や思いやりの心、社会の一員としての規範意識を育てる教育を

推進していくため、スクールシップ事業として中学校区ごとに組織を形成し、共通の課題や

それぞれの問題への対応を図っていく。 

また、健康な体づくりと体力・運動能力の向上への取組みとして、運動機会を増やすこと

で生涯にわたって運動に親しむ姿勢を育むことや専門的指導力を有する人材を活用し、高度

な技術力に触れ、児童・生徒の運動能力に関する資質や能力の基礎を育てることで、スポー

ツに親しむ心の育成及び体力向上を図る。 

 

【学校給食センター】 

令和３年度は宮城県内の地場産品や給食への関心を高める「宮城県リレー給食」の実施や、

オリンピック競技のサッカー対戦国の給食等を取り入れ、各地の食の在り方やマナー、日本

の食文化などの食育指導を継続し、一層の充実を図る。 
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基本方向３ 教育的支援を要する子どもへの支援の充実 

（１）学校不適応への支援対策強化 

学校不適応児童生徒の学習意欲の向上や自立心・社会性を育てるため、家庭や医療、

けやき教室等の関係機関と連携を図りながら、不登校児童生徒が学校復帰に向けて学習

する居場所を整え、心のケアの支援・相談体制の充実を図ります。 

（２）特別支援教育の支援体制づくり 

発達障害を含め障害のある子どもの自立や社会参加に向けて、支援体制を構築すると

ともに、一人ひとりの教育的ニーズに応じた教育環境の整備と相談体制を確立し、特別

支援教育の充実を図ります。 

（３）子どもたちの心のケアの充実 

いじめ防止等に対する体制の強化、学校・家庭等で悩みを抱え心のケアを要する子ど

もたちへの支援の充実を図ります。また、震災等で被災した子どもたちに対して、学校

全体で中長期的な心のケアを図ります。 

重点的取組 実施事業及び内容 R1 実績 R2 実績 対比 評価 

いじめ・不登校

等に対する相談

支援体制の強化 

教育相談専門員、SSW

（スクールソーシャルワ

ーカー）、SC（スクールカ

ウンセラー）等を配置す

ることにより相談体制を

確立した。 

教育相談専門員 

相談件数 

387 件 

SSW 

相談件数 

909 件 

教育相談専門員 

相談件数 

375 件 

SSW 

相談件数 

1,014 件 

 

 

△12 件 

 

 

+105 件 

Ｂ 

関係機関との連

携による支援体

制づくり 

子どもの心のケアハウ

スとの連携を図った。 
－ － － Ａ 

不登校児童生徒

の居場所づくり 

子どもの心のケアハウ

スの設置により不登校

（傾向）の児童生徒が学

校復帰に向けた居場所づ

くりが図られた。 

通所人数 

15 人 

通所人数 

12 人 

 

△3 人 
Ｂ 
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評価の理由・各取組の成果の状況 

【教育総務課（教育指導係）】 

いじめ・不登校等に対する相談支援体制の強化については、全教職員が協力し、組織で対

応する体制の整備に努め、教育相談専門員やスクールソーシャルワーカー、スクールカウン

セラー、心のケア支援員等複数の相談窓口を設け、それぞれが連携した相談体制により、早

期の問題解決に繋がった。 

 不登校児童生徒の居場所づくりについては、スーパーバイザーを中心に子どもの心のケア

ハウスと学校間で情報共有を行うなどの連携を強化し、不登校（傾向）の児童生徒の学校復

帰に向け支援した。 

 

 

今後取組を推進する上での対応方針 

【教育総務課（教育指導係）】 

各種支援や相談体制の充実や、関係機関との連携を図り、児童生徒一人ひとりの状況に応 

じた対策や支援を目指す。また、現在構築している相談体制の維持のため心のケアハウスと

学校がより緊密な連携を図り、適切な支援を提供できる体制づくりに努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
16 

基本方向４ 郷土を愛する心と社会に貢献する力の育成 

（１）伝統・文化の尊重と郷土を愛する心の育成 

郷土の歴史について理解を深め、郷土を大切に思う気持ちをもつことができるように、

郷土の伝統・文化に触れる機会を地域とともに拡充します。 

（２）文化財の保護と活用 

地域の宝である文化財は、後世へ保存・継承すると共に展示の機会を増やし、開発に

あたっては、埋蔵文化財（遺構・遺物）に留意して実施し、地域に残る貴重な文化財を、

地域活性化のため効果的に活用するよう工夫していきます。 

（３）地域を想い、貢献する力の育成 

学校が地域や企業などと連携・協働しながら、キャリアシップを推進することにより、

社会人として必要な能力や態度を育むとともに、児童生徒一人ひとりの地域への想いと

地域に貢献する心を醸成し、地域に貢献する人材の育成を図ります。 

重点的取組 実施事業及び内容 R1 実績 R2 実績 対比 評価 

学習活動の充実

と地域の活性化

につながる郷土

資料館の有効活

用 

社会科単元「変わるわたし

たちのくらし」に併せ、町内

小学校と連携し、展示説明、

体験作業を実施した。 

来館者数 

395 人 

来館者数 

258 人 

 

△137 人 
Ｂ 

文化遺産の保存

整備と効果的活

用 

出土資料の再整理を実施し

た。 

埋蔵文化財の説明板を設置

した。 

文化財のパンフレット「十

符の里のさんぽみち」を刊行

した。 

整理済 

出土資料 

約 120 箱 

埋蔵文化

財説明板 

1 基 

文化財 

パンフレット 

2,400 部 

整理済 

出土資料 

約 120 箱 

埋蔵文化

財説明板 

1 基 

文化財 

パンフレット 

2,000 部 

 

 

－ 

 

 

－ 

 

 

△400 部 

Ｂ 

キャリアシップ

による人材の育

成 

小学生について、農業体験に

より地域の住民とのふれあ

いの中で地域への思いを醸

成した。 

中学生について、町内外事業

所職場体験により社会人と

して必要な能力や態度等を

学習した。 

実施校 

 

小学校 

6 校 

中学校 

3 校 

実施校 

 

小学校 

5 校 

中学校 

0 校 

 

 

 

△1 校 

 

△3 校 

Ｂ 
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評価の理由・各取組の成果の状況 

【生涯学習課（文化振興係）】 

古くから伝えられてきた民具や町内の遺跡から見つかった遺物等は、地域の歴史を知る上

で貴重な資料であると考える。このことから、郷土資料館では、それらの資料を展示公開し、

人々の生活を振り返る企画展を開催することにより、町の歴史に対する興味や関心を高める

ことができた。 

また、「見て・触れて・体験できる学習の場」を具現化するため、小中学校の社会や歴史の

授業等における有効活用と施設の利用促進を図った。また、コロナ禍において、郷土資料館

への来館が難しい学校には出前授業として職員が訪問することで、文化財の活用を図った。 

 
【教育総務課（教育指導係）】 

キャリアシップ事業において、中学生の町内外事業所職場体験は、新型コロナウイルス感

染症感染拡大防止のため実施することができなかったが、勤労観・職業観を育成や地域社会

への理解を深めることを目的に、学校において講師を招き、講話を行った。 

また、小学生は農業体験として各学校において梨や米の栽培・収穫体験を実施し、地域の

農家の方とのふれあいの中で、地域への想いや地域に貢献する心の醸成が図られた。 

 

 

今後取組を推進する上での対応方針 

【生涯学習課（文化振興係）】 

令和３年度については郷土資料館が閉館中であるが、郷土愛の涵養を今後も継続的に図る

ため、出前授業の利用促進を行う。 

また、新たな生涯学習・文化振興の拠点として開館する文化交流センターや春日パーキン

グエリア文化財展示室において町内の文化財を展示する等、郷土についての理解を深め、郷

土愛の醸成を図るための事業を実施する。 

 

【教育総務課（教育指導係）】 

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を講じた上での実施の在り方について検討する。

また、実施にあたっては、具体的なヒヤリハット事例や職場体験における安全管理チェッ 

クシートの作成など安全管理について配慮し、安全に実施できる体制を維持する。 
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基本方向５ 命を守る力と共に支え合う心の育成 

（１）災害に積極的に向き合う防災教育の推進 

周期的に発生する地震について正しい知識を備えるなど、自然災害に向き合いながら

生き抜く力を身に付けさせるため、子どもたちの発達段階に応じ、系統的な防災教育を

推進します。 

（２）地域と連携した防災・安全体制の確立 

いつ発生するかわからない災害に備え、学校を含めた地域の防災力及び減災力の向上

と、災害時における安全教育を実施します。また、交通安全、生活安全（防犯を含む）

の総合的な学校安全体制の確立を図り、地域社会の安全・安心の一層の充実を図ります。 

重点的取組 実施事業及び内容 R1 実績 R2 実績 対比 評価 

発達段階に応じ

た自助・共助・公

助の心を育む防

災教育の推進 

学校では、通学路の安全点

検を実施し、また、緊急時を想

定した保護者への引渡し訓練

を実施した。 

実施校 

9 校 

実施校 

9 校 
－ Ｂ 

地域をはじめと

する関係機関と

連携した防災・安

全体制づくり 

利府町通学路交通安全プロ

グラムに基づく、町と PTA 等

との巡視・合同点検は、コロナ

禍であったことから実施でき

ず、教育総務課職員のみで行

った。 

町内 

31 箇所 

町内 

14 箇所 

 

△17 箇所 
Ｂ 
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評価の理由・各取組の成果の状況 

【教育総務課（学校施設係）】 

令和２年度はコロナ禍であったことから、菅谷台小学校を会場に予定していた６．１２利

府町総合防災訓練が中止になり、地域や家庭と連携した防災教育の推進を例年のように図る

ことは困難であった。 

通学路の安全点検は、各小中学校で実施し「通学路点検箇所要望事項」を教育委員会へ提

出、併せて地域安全対策事業として、各中学校区へ地域学校安全指導員（スクールガードリ

ーダー）を配置し、児童生徒の登下校の安全確保を図った。 

利府町通学路安全プログラムに基づく「町・PTA・警察等」で危険箇所の巡視を行う合同点

検については、コロナ禍であったことから、教育総務課職員のみで実施した。 

 

 

今後取組を推進する上での対応方針 

【教育総務課（学校施設係）】 

通学路の危険箇所点検や災害時の学区内巡視を継続して実施し、関係機関との連携を図る。

また、災害時に起こりうる町内や学校の被害状況や学校・自宅周辺の災害箇所についての 

理解を促す学習、防災教育に係る取組について、一層の充実を図る。 
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基本方向６ 信頼され魅力ある教育環境づくり 

（１）教育者の資質能力の向上 

教員の資質と指導力向上や学校の抱える課題に対応するため、各学校において校内研

修の充実を図るとともに、スクールシップの連携強化を図ります。 

また、教職経験に応じた体系的な研修の充実及び改善を図ります。 

（２）開かれた学校づくりの推進 

教育活動や学校運営の自律的改善を図るため、学校評価の充実に取り組むほか、学校

評議員制度等を活用し、保護者や地域住民の意見を取り入れ開かれた学校づくりを進め

ます。 

（３）教育環境の支援整備 

児童生徒が質の高い教育環境のなかで意欲的に学び、健康で豊かな心を育み、いきい

きと学校生活を送れるように、学校施設の計画的な改修・改善、並びに教材・教具の充

実に取り組みます。 

また、保護者の経済的な負担の軽減を図るため、就学支援を継続して実施し学習環境

の充実に努めます。 

重点的取組 実施事業及び内容 R1 実績 R2 実績 対比 評価 

指導力向上を図

る校内外の研修

の実施 

教職員研修会などの外部研

修会の実施や、学校教育専門

員当による指導・助言等を行

った。 

研修会数 

14 回 

研修会数 

10 回 

 

△4 回 
Ｂ 

教育活動や学校

経営に関する情

報の発信 

ホームページのコンテンツ

を豊かにする他、学校便りを

毎月発行する等、広く教育活

動や学校経営に関する情報を

発信した。 

実施校 

9 校 

実施校 

9 校 
－ Ａ 

就学支援の継続 

新入学児童生徒を対象とし

た運動着の無料支給や経済的

困難な世帯へ教育資金を援助

する就学援助事業を実施し

た。 

体操着支給 

760 人 

体操着支給 

706 人 

 

△54 人 
Ａ 

学校施設・設備の

計画的な改修・改

善 

小中学校トイレ改修事業を

実施し、施設環境の改善に努

めた。 

改修済 

小中学校 

8 校 

改修済 

小中学校 

9 校 

 

 

+1 校 

Ａ 

ＧＩＧＡスクール構想にお

ける児童生徒１人１台端末整

備を行った。 

未整備 
小中学校 

整備完了 

小中学校 

整備完了 
Ａ 
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評価の理由・各取組の成果の状況 

【教育総務課（教育指導係）】 

 指導力向上を図る校内外の研修については、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止に伴

う臨時休業等のため、実施回数が前年度より減少したものの、学校が抱える課題に対応する

ための研修（情報担当者研修）等を実施することができた。 

 

【教育総務課（学事係）】 

 各学校においてホームページの適切な管理を行うとともに、学校だよりを発行し、開かれ

た学校づくりの推進に努めた。 

 利府町独自の経済的な負担軽減策として、入学支援事業を継続して実施し、保護者の経済

的な負担の軽減を図った。 

 

【教育総務課（学校施設係）】 

 学校施設の環境改善のための継続的な改修事業として、利府小学校の特別教室棟と体育館

のトイレ改修を実施した。 

 国が掲げるＧＩＧＡスクール構想に係る取組について、計画的に校内通信ネットワーク整

備、情報機器整備（タブレット）を実施し、令和３年１月に運用を開始した。 

 施設・設備の日常的な保守点検により、経年劣化等による不具合箇所の改修及び軽微な修

繕を早期に実施し、学習環境の充実に努めた。 

 

 

今後取組を推進する上での対応方針 

【教育総務課（教育指導係）】 

 指導力向上を図る研修の充実とともに、より一層、児童生徒一人ひとりに寄り添ったきめ

細かい指導の在り方や保護者の声に丁寧に耳を傾け、教職員一人ひとりの資質向上が図られ

るよう努める。 

 

【教育総務課（学事係）】 

 学校における教育活動や学校経営に関する情報の更なる発信を促すとともに、保護者の経

済的負担の軽減を図るための支援を継続して実施する。 

 

【教育総務課（学校施設係）】 

 引き続き各学校施設及び設備の点検確認を行い、不具合箇所の早期修繕及び計画的な改修

工事を実施し、学校施設の保全及び環境改善を図る。 

また、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、各小中学校及び学校給食センター

について「非接触型自動水栓」へ改修し、児童生徒及び教職員等への感染予防を図る。 
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基本方向７ 学校・家庭・地域が協働で子どもを育てる環境づくり 

（１）家庭教育への支援と連携 

親としての「学び」と「育ち」を支援する学習機会や子育て相談等の場の提供、地域

や学校で家庭教育や子育てを支援する情報の提供や人材の育成を行うなど、関係機関や

事業所等と連携しながら、地域全体で家庭教育と子育てを支える環境づくりを進めます。 

（２）地域総ぐるみによる学校支援 

地域ぐるみで子どもの安全を守る活動、並びに、ブラザーシップによる健全育成活動

を推進します。 

また、コミュニティシップにおける、学校・家庭・地域等とのきめ細かな連携をさら

に推進し、子どもと学校を支え守る地域づくりを目指します。 

（３）子どもたちの多様な体験活動 

世代間交流活動や自然体験活動、社会体験活動など様々な体験を通じて、地域の環境

や歴史・産業について学ぶとともに、地域の方と関わり合いながら、豊かな心、社会性、

自ら考え行動する力等の育成を図ります。 

重点的取組 実施事業及び内容 R1 実績 R2 実績 対比 評価 

各種子育て支援

団体との連携と

家庭教育支援チ

ーム活動の促進 

子育ての課題や悩みの解消

のため、課題別の家庭教育支

援活動を実施した。 

8 回開催 

173 人受講 

4 回開催 

15 人受講 

△4 回 

△158 人 
Ｂ 

児童生徒を健全

に育成するため

のブラザーシッ

プ活動支援 

町内高校、支援学校、小中学

校の代表児童生徒が「あいさ

つ運動」「エコキャップ回収」

「いじめをなくす運動」に取

り組んだ。 

エコキャップ回収数 

826,030 個 

エコキャップ回収数 

682,327 個 

 

△143,703 個 
Ｂ 

様々な体験教室

による多様な体

験活動 

利府町子ども会連合会主催

インリーダー研修会を実施し

た。 

インリーダー研修会 
参加者 

49 人 
中止 － Ｅ 

コミュニティシ

ップにおける地

域人材の活用 

学習ボランティアなど、各

学校に合った地域人材を活用

した。 

9 校実施 9 校実施 － Ａ 

【Sun Pear Class】 

 第三小学校の児童を対象

に、放課後、地域ボランティア

の参画を得て開催した。 

21 回開催 

登録者 

31 人 

17 回開催 

登録者 

11 人 

△4 回 

 

△20 人 

Ｂ 

【りふ・わくわく広場】 

地域ボランティアの支援の

もと、安心で安全な土曜日の

居場所づくりを実施した。 

12回開催 
登録者 
45 人 
参加者 

325 人 

6 回開催 
登録者 
36 人 
参加者 

143 人 

△6 回 
 

△9 人 
 

△182 人 

Ｂ 

子育ての課題や悩みの解消

のため、課題別の家庭教育支

援活動を実施した。 

8 回開催 

173 人受講 

4 回開催 

15 人受講 

△4 回 

△158 人 
Ｂ 
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評価の理由・各取組の成果の状況 

【生涯学習課（生涯学習係）】 

 家庭教育学級では、学校での大規模な開催はできなかったが、講座等の開催により子育て

時における保護者の悩みの解消や、家庭教育の重要性の理解に繋がった。 

あいさつ運動では、子どもたちや地域との関わりを深めることで、子どもたちの活動を見

守るほか、地域の安全を守ることにも繋がった。 

 放課後子ども教室「Sun Pear Class（利府第三小学校）」では、自主学習の支援を行うとと

もに、地域の方々と文化芸術・スポーツなどの体験活動を行い、心豊かに過ごせる放課後の

居場所を提供した。 

 土曜日の子どもの居場所づくり事業「りふ・わくわく広場」では、町はひとつの学校を理

念とし、ほかの学校や異年齢の友達と交流し、地域の方々の支援のもと安全で安心な土曜日

の居場所を提供した。 

 十符っ子ブラザーシップの活動では、コロナ禍でも開催できるようＷＥＢ会議を取り入れ、

学校のリーダーが主導して「コロナ禍でのあいさつ」について、成果や課題の検証を行った。 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となった事業もあるが、感染予防対策を講

じながら可能な限り実施し、学校・家庭・地域が協働で子どもを育てる環境づくりを推進し

た。 

 

【教育総務課（学事係）】 

 各学校の特色に合わせ、地域ボランティアの活用など、コミュニティシップにおける地域

人材の活用を図った。 

 

 

今後取組を推進する上での対応方針 

【生涯学習課（生涯学習係）】 

コロナ禍においても、事業内容の見直しや感染予防対策を講じながら、関係機関と連携を

図り、効果的に事業を展開する。今後も、学校・家庭・地域等をきめ細かな連携を行い、地

域の人材を活かしながら子ども達の健全育成に努める。 

 

【教育総務課（学事係）】 

 今後もコミュニティシップ事業として、学習ボランティア等の地域人材の活用と、そのた

めの組織づくりを図っていく。 
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基本方向８ 生涯にわたる学習・文化・スポーツ活動の推進 

（１）地域に根ざした生涯学習 

町民の多様なニーズに応じ、生涯にわたる学習の機会と場を充実し、その成果を地域

に生かせるよう、生涯学習活動への参加促進と推進体制の充実を目指します。 

（２）個性のある芸術・文化活動 

芸術・文化活動を推進する指導者や団体の育成、支援に努め、創造性豊かな新しい利

府の文化を生み出す環境づくりを推進します。 

（３）実りある図書館活動と読書活動 

図書館活動を充実させるため、本に親しむ機会を提供し、各種事業を継続的に改善し

ます。また、多様な学習ニーズに対応できるよう、県立図書館や周辺市町村の図書施設

との連携強化を図り、図書館サービスの充実に努めます。 

（４）町民の健康、体力づくり活動の推進 

各種スポーツ団体活動の支援をはじめ、社会体育施設、学校施設の有効活用などによ

り、町民だれもが年齢や体力に応じて、いつでもどこでもスポーツに親しみ、生涯にわ

たり健康で充実した生活を営むことができるよう、環境の整備を推進します。 

重点的取組 実施事業及び内容 R1 実績 R2 実績 対比 評価 

公民館活動に関

する学習機会と

情報の提供 

【公民館における各種活動】 

公民館・ふるさと創生館利用 

公民館教室 

夏の子ども教室 

冬の子ども教室 

地区教養教室 

職員による出前講座 

参加者 

32,784 人 

825 人 

50 人 

56 人 

242 人 

592 人 

参加者 

14,091 人 

353 人 

43 人 

30 人 

106 人 

90 人 

 

△18,693 人 

△472 人 

△7 人 

△26 人 

△136 人 

△502 人 

Ｃ 

芸術文化活動の

奨励と情報提供 

【各種文化芸術活動】 

河北美術展利府展 

利府町文化祭 

利府町スクールバンドフェスティバル 

利府写真展 

小さな音楽会 

町民ギャラリー 

参加者 

4,279 人 

約 5,600 人 

約 600 人 

393 人 

約 360 人 

1,689 人 

参加者 

中止 

中止 

中止 

中止 

195 人 

1,581 人 

 

－ 

－ 

－ 

－ 

△165 人 

△108 人 

Ｄ 

芸術文化活動等

を担う人材・団体

の育成 

 

自主的な活動促進のため、

補助金を交付した。（利府町婦

人会・利府町女性団体連絡協

議会・利府町芸術文化協会） 

交付金額 

546,705 円 

交付金額 

348,000 円 

 

△198,705 円 
Ｃ 

町民と協働の図書館振興の

ため、読み聞かせを行う図書

館ボランティア養成講座を開

催した。 

参加人数 

23 人 

参加人数 

10 人 

 

△13 人 
Ｂ 
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重点的取組 実施事業及び内容 R1 実績 R2 実績 対比 評価 

子どもの読書活

動の推進 

図書館ボランティアと連携

し、おはなし会で絵本の読み

聞かせ等を実施した。 

参加人数 

418 人 

参加人数 

53 人 

 

△365 人 
Ｃ 

スポーツを通じ

た健康づくりと

地域間交流の推

進 

【ふるさとスポーツ祭及びス

ポーツ交流フェスティバル】 

町民参加により６つの球技

及び６種目の競技大会を同時

開催した。 

参加人数

1,900 人 
中止 － Ｅ 
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評価の理由・各取組の成果の状況 

【生涯学習課（文化振興係）】 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和２年４月１日から５月３１日まで施設を

臨時休館とした。そのため、施設利用者が大幅減となった。また、河北美術展利府展・利府

町文化祭・利府町スクールバンドフェスティバルをはじめ、大規模な各種芸術文化事業につ

いても同様に新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となった。 

令和３年６月以降、感染予防対策を講じながら、公民館教室、小さな音楽会、町民ギャラ

リー事業を行い、生涯学習活動への参加促進と推進体制の充実及び芸術文化の振興を図った。 

 図書館も公民館同様に新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和２年４月１日から

５月１２日まで、また新図書館開館準備のため３月は施設を臨時休館としたため、利用者数、

貸出冊数共に減となった。おはなし会は開催回数が減となったことに加え、感染対策のため

参加可能人数を縮小したことにより大幅減となった。図書館ボランティア養成講座について

は、令和３年度の文化交流センター内に図書館が開館することを見据え、既に登録している

方を限定に実施した。 

 

【生涯学習課（スポーツ振興係）】 

スポーツ大会等は、町民の体力づくりの推進、スポーツを通じた健康づくりに寄与するこ

とを目的に実施するものであるが、令和２年度については、新型コロナウイルス感染症拡大

防止のため、ふるさとスポーツ祭及びスポーツ交流フェスティバルが中止となった。 
 

 

今後取組を推進する上での対応方針 

【生涯学習課（文化振興係・リフノス係）】 

公民館教室をはじめとする学習機会の提供については、令和３年７月に新たな生涯学習の

拠点として文化交流センターが開館することから、文化交流センターの指定管理者と協議を

行い、各種事業の展開を図る。また、参加者のニーズの把握と情報収集を行い、文化交流セ

ンターが多くの町民に親しまれるように努めていく。 

芸術文化活動の奨励に関しては、今後もさらに町民の多様な芸術文化活動の活性化につな

がるよう町芸術文化協会と連携を図りながら、魅力ある事業展開を図る。また、自主的なサ

ークル活動等に対する助言・支援を行い、文化交流センターの活用を促し、地域に根差した

芸術文化活動を推進していく。 

令和３年７月に文化交流センター内に新図書館が開館することから、指定管理者と連携を

行い、引き続きおはなし会や図書の団体貸出を実施し、子どもの読書活動の推進を図る。ま

た、読書に親しむ環境づくりやボランティア養成講座を行い、図書館活動の充実を図ってい

く。 

 

【生涯学習課（スポーツ振興係）】 

コロナ禍においても事業を実施できるよう、関係機関等と事業内容の見直しや感染防止対

策を検討していきたい。 
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